
令和６年度

飯塚市公営企業会計補正予算書

飯塚市下水道事業会計補正予算（第３号）





（総則）

第１条

（業務の予定量）

第２条

（４） 主要な建設改良事業 施設改良費 千円

（資本的収入及び支出）

第３条

第１款 資本的収入

第１項 企業債

第２項 補助金

第１款 資本的支出

第１項 建設改良費

（企業債）

第４条 予算第６条に定めた起債の限度額を次のように改める。

）

（科目） （既決予定額） （補正予定額）

228,790千円

163,900千円

412,838千円 480,188千円

259,640千円

200,400千円

169,247

　令和６年度飯塚市下水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

議案第２号　　　

  令和６年度飯塚市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条第４号を次のよう
に改める。

令和６年度飯塚市下水道事業会計補正予算（第３号）

収　　　　　　　　　入

（　　計　　）

  予算第４条本文括弧書きを「（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額７２５，
８９０千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１５，８３３千円、減債積
立金１７１，６６３千円、過年度分損益勘定留保資金５３８，３９４千円で補てんするもの
とする。）」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

163,900

証書借入200,400

利率 償還の方法

飯塚市長 武 井 政 一

令和７年２月２０日 提出

公共下水道事業

(補正前
  毎年、半年賦元利均等償還又は元
金の均等償還とし据置期間、償還期
間、償還期限等については借入先の
定める条件によるものとする。ただ
し、企業財政の都合により据置期間
及び償還期限を短縮し、もしくは繰
上げ償還又は低利に借換えすること
ができる。

年4.00%
以内

起債の目的 限度額
(千円）

起債の
方法

支　　　　　　　　　出

1,129,468千円 1,206,078千円

446,385千円 522,995千円76,610千円

76,610千円

30,850千円

36,500千円

67,350千円
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既決予定額 補正予定額 計

1 412,838 67,350 480,188 明細書のとおり

1 163,900 36,500 200,400

1 企業債 163,900 36,500 200,400

2 補助金 228,790 30,850 259,640

1 国庫補助金 127,195 30,850 158,045

既決予定額 補正予定額 計

1 1,129,468 76,610 1,206,078 明細書のとおり

1 446,385 76,610 522,995

2 施設改良費 92,637 76,610 169,247

令和６年度飯塚市下水道事業会計補正予算実施計画

資本的収入

資本的支出

款 項 目

資　本　的　収　入　及　び　支　出

款 項

建設改良費

備　　考

支　　　　　　　　　　　　　出
目 備　　考

企業債

                              収　　　　　　　　　　　　　入 （単位　千円）
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（単位　千円）
節 既決予定額 補正予定額 計

1 412,838 67,350 480,188

1 163,900 36,500 200,400

1 163,900 36,500 200,400

企業債 163,900 36,500 200,400 公共下水道事業債

2 228,790 30,850 259,640

1 127,195 30,850 158,045

国庫補助金 127,195 30,850 158,045 社会資本整備総合交付金

節 既決予定額 補正予定額 計

1 1,129,468 76,610 1,206,078

1 446,385 76,610 522,995

2 92,637 76,610 169,247

工事請負費 92,637 76,610 169,247 柳橋二瀬汚水幹線管渠改築工事

資本的収入

款

企業債

令和６年度飯塚市下水道事業会計補正予算明細書

施設改良費

項

建設改良費

資本的支出

目款

項

資　本　的　収　入　及　び　支　出

　　　　　　　　　　　　　　　 　収　　　　　　　　　入
備　　　　　　考

国庫補助金

備　　　　　　考
　　　　　　　　　　　　　　　 　支　　　　　　　　　出

目

企業債

補助金
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